
■期日：2020/8/22.23 ■場所：中台球技場 ■天候：8/22　晴れ、8/23　曇りのち雨
■主催：成田市サッカー協会 ■主管：同協会5種部会 ■エンジョイ：08：30～ チャレンジ：08:15～
■事務局：LEGAME佐倉 ■大会会長：宇野　雅人 ■大会顧問：門馬紘一、宇都宮　高明、武田　純一

【大会概要と開催経緯】

◆エンジョイ：FC WEST対栄RFC（猛攻に耐える栄のGK）　◆FC WEST対旭FC旭FC ◆チャレンジ決勝　飯嶋選手のゴール

◆チャレンジの部優勝：ＦCボレイロ成田（通算３回目） ◆チャレンジの部、準優勝のＮKアーセナル

◆エンジョイの部優勝：FC WEST（CPFC）の大会４連覇成る ◆エンジョイの部 準優勝：酒々井ＦＣ　

成田スポーツクラブ杯　第37回　四十雀サッカー大会（大会概要・経緯）

　５種事業では３月実施の旧ウェルコ杯と並び２大カップ戦のひとつ。大会の歴史は古く、市協会創立の翌
年１９８４（昭和59）年に、「成田市四十雀サッカー大会」と称し第１回大会が開催されました。

第11回（平成６年度）大会から24回ほど成田ケーブルテレビ杯の冠で実施し、第35回（平成30年度）大
会に保険ニュース社の冠で、そして今回大会から成田スポーツクラブ杯の冠大会となりました。

　大会結果記録では、第７回大会まで大会結果記録が無いため、第８回（平成３/1991）大会での栄SCが
記録上の初代優勝チーム。第20回（平成15/2003）大会からエンジョイ部門が新設立され、初代栄冠に
NFCが就きました。昨年大会ではチャレンジ：ＮKアーセナルが11年ぶりに返り咲き、エンジョイ：CPFC
が３連覇でした。通算成績ではNK（NKアーセナル含み）がチャレンジ：８回、エンジョイ：４回（NKエ
ミ：＋３回＝通算7回）でトップ

　今年の大会は、事前体温および当日会場で測定のうえ、手の消毒とプレー以外マスク着用などの新型コロ
ナ対策実施のうえ、３密避ける意味で開会式無し、表彰式のみで開催いたしました。



【大会結果　エンジョイ部門】

【予選ブロック】 【決勝トーナメント】
■勝点が同じ場合：①得失点差、②総得点、③当該対戦の最大得点、④PK

Ａ組 勝点 得点 失点 得失点 順位
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0 - 4 3 - 0
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C組 勝点 得点 失点 得失点 順位 1P0
△ △ 1K2
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△ ●

0 - 0 1 － 2
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◆エンジョイとは思えないほどの激しいコンタクト ◆決勝戦：酒々井FC戦での田中選手（FCWEST）のゴール

第３位

公津FC50

三里塚FC
アルテ

栄RFC50

NKエミ

成田SSS
50

公津
FC50

FC
WEST

0

3

三里塚FCアルテ

旭FC

0 6

6 7
〇

4

旭FC

栄RFC50 日吉台SCビアンゴ

酒々井FCゴルゴバード

● 〇

〇
成田SSS　50

●

6

2

8 -8 0

日吉台SC
ビアンゴ

0

3

旭FC

FC WEST

酒々井FCゴ
ルゴバード

準優勝

3

0 4

優勝

17

FC WESTが堅守の酒々井FCを破り大会初優勝なる、CPFC時代から数えると４連覇の偉業達成

　第20回（平成15/2003年度）大会から設立されたエンジョイ部門、今回は常連シャドーズ不参加で全９
チーム、予選３ブロック制。通算優勝３回で歴代２位のCPFC（大会３連覇中）から派生したFC WESTが本
命。阻むのは昨年準優勝の旭FCと、栄RFC、公津FC、酒々井FCなどの地元勢の奮起も見所。
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◆予選　A組は酒々井FCが順当に２勝で１位抜け、Ｂ組は旭ＦＣが２勝で１位抜け、同組の公津ＦＣも得失
点差で決勝Ｔに進みました。Ｃ組は混戦ながらFC WESTが１位抜け、優勝候補のひとつでもあった栄RFC
は日吉台SC戦での引き分けで躓き、FC WEST戦でも決めきれず番狂わせの予選敗退となりました。

◆決勝Ｔ準決勝　第１試合の酒々井ＦＣと公津ＦＣ戦では、双方譲らずながら接戦を制して酒々井FCが決勝
へ、準決第２戦は昨年大会での決勝の再来となったＦC WEST対女子選手含め善戦の旭FC、結果は40分で
決着つかずPK戦に突入、0－2でFC WESTが決勝に進みました。

◆決勝　酒々井FCゴルゴバード対FC WESTのカード、酒々井ＦＣとっては昨年大会予選でCPFCに破れた
事もあり勝ってリベンジしたい所。結果はGK中心にゴールを堅守の酒々井FCの守備ラインを、こじ開け２
点を決めたFC WESTが勝利し初優勝、本家のCPFCから通算すると4連覇の偉業達成になります。
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スポーツ
【大会結果　チャレンジ部門】

【予選ブロック】 【決勝トーナメント】
■勝点が同じ場合：①得失点差、②総得点、③当該対戦の最大得点、④PK

Ａ組 勝点 得点 失点 得失点 順位

〇
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◆決勝　前半５分に得意のターンから先制点を決める飯島選手 ◆雨の中、敗色濃厚ながら試合をあきらめないNK
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◆決勝T　決勝戦はくしくも連覇を狙うNKと王座奪還を目指すFCボレイロの好カードとなりました。★前半
５分ボレイロ飯島選手が相手Ｐエリヤでパスを受け、得意のターンも決まり、そのまま先制。★後半10分
ボレイロの右CKでゴール前の競り合いから押し込んで追加点で２－０とします。★試合終了間際の後半20
分、NKが守備をあげて前がかり好機を作りますが、ポスト直撃で跳ね返ったボールをボレイロ飯島選手に拾
われて逆襲され、GK飛び出すもかわされ無人のゴールに決められて３－０、試合はそのまま終了。NKの２
連覇を阻んでFCボレイロ成田が王者奪還、大会通算３度目の優勝を飾りました。
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【概要】今年のチャレンジの部は１チーム少ない全11チームで、予選リーグ３ブロック制で開催。A組に昨
年３位のＬＥＧＡＭＥ佐倉、B組は連覇を狙うＮＫアーセナル、昨年予選敗退の雪辱を晴らしたい酒々井Ｆ
Ｃ。Ｃ組には昨年予選敗退のリベンジを誓うＦＣボレイロ成田と、そのボレイロを予選で下した栄ＲＦＣ40
がくしくも同組に入りました。ＦＣボレイロとしては、まず栄ＲＦＣを叩いて決勝に進みたい所でしょう。
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◆予選リーグ　Ａ組でLEGAME佐倉が日吉台SCに苦戦するも退け１位抜け、B組は酒々井が１位抜け、２
位NKも勝点で決勝Tへ進出、Ｃ組は栄ＲＦＣとの直接対決は実現せずながら、FCボレイロが近年好調の公津
ＦＣ40を僅差で下して決勝Ｔへ進みます。栄RFCはその公津FC戦で痛い星を落として予選敗退。
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